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　先月11日に市民公開講座を開催しました。まずは、喜納宏昭・
主幹研究員から「化学免疫療法」について講演がありました。難
治性がんは、一般的に免疫抵抗性が強いことが特徴ですが、その
免疫のバリアとなる「がん微小環境」を改善することで、難治性
がんであっても奏効成績が高まる事例が脳腫瘍マウスモデルで見
つかっています。今後、臨床研究を経て実用化に繋げるとの展望
が示されました。
　続いて登壇した宮田完二郎・客員研究員（東大院・工学系研究科教
授）は、核酸医薬の送達研究について紹介しました。今後、益々注目
される核酸医薬やRNA医薬ですが、ナノマシンを構成するブロック
ポリマーと静電気で結合する方式が取られています。核酸類は⊖電
荷を帯びていますので、ブロックポリマーに⊕電荷を持つ塩基性ア
ミノ酸を使うことでそれを実現しました。特に、生体適合性高分子で
あるポリエチレングリコール（PEG）を2本、ポリアミノ酸に結合させ
たものは、核酸医薬に付いたり離れたりを繰り返して安定化する構
造を有しており、15nm程度の極小ナノマシンとして目が細かく薬
物送達の障害となる線維組織も通り抜けることが分かりました。
　最後に登壇した西山伸宏・主幹研究員（東工大・科学技術創成
研究院教授）からは、物理エネルギーに反応して毒を生む化学物
質をナノマシンで腫瘍組織に送達させて治療する方法（ケミカル
サージェリー）について説明がありました。「切らない手術」と
も言われ、入院不要で患部を切除できる夢のような治療法ですが、
すでに実用化に近づいているとの話がありました。また、昨年監
修を務めたTVドラマ「パンドラの果実」でナノマシンが老化制
御に用いられたことに言及し、それが決してSFではなく、まも
なく現実の世界になるだろうと述べました。

　最後に行われた市民との総合討論では、「他のミセルとの違い
は何か？」とか「少し難しいところもあったが面白かった」など
といった質問や感想が寄せられました。詳細は、iCONM HPの
サイトをご覧ください。
https://iconm.kawasaki-net.ne.jp/news20231113.html

日　時

開催方法

参加費

申込み

2023年12月11日（月）
13:00-17:50　

会場 & オンラインのハイブリッド開催
会場：川崎市産業振興会館
(12:30受付開始) JR川崎駅北口から徒歩7分
ライブ配信：Zoom ウェビナー

無料

12月6日(水)まで※要事前参加登録
☞検索「CHANGE 共創の場形成支援プログラム」
下記URL、もしくはQRコードよりお申し込みくだ
さい。
https://change.kawasaki-net.ne.jp
/event-en/2nd_symposium/

●第1部●　期待高まる老化制御の未来

●第2部●　ケア×テクノロジーがもたらす未来

◆基調講演
◆拠点での取組み『レジリエント健康長寿社会の実現に向けた
　スマートナノマシンの研究開発」 
　西山 伸宏 研究開発課題3リーダー／東京工業大学 教授
◆パネルディスカッション

◆将来を担う若者からのビデオメッセージ
◆基調講演
◆パネルディスカッション

●基調講演●
第1部　『老化細胞を標的として加齢病態を
　　　　改善する』

中西  真 
東京大学医科学研究所 所長・教授

健康×長寿の新たな期待　～2030年の世界を変えるケアイノベーション～
COI-NEXT 川崎拠点 “CHANGE” 第2回シンポジウム

第2部　『経済産業省における医療・
　　　　福祉機器産業政策と将来像」 
渡辺  信彦 
経済産業省商務・サービスグループ 
ヘルスケア産業課
医療・福祉機器産業室 室長

iCONM  片岡 一則 センター長 西山 伸宏 博士

喜納 宏昭 博士 宮田 完二郎 博士

iCONMコラム●15
ア　 イ　 コ　 ン

ナノマシン研究の最前線
～病が気にならない社会の実現を目指して～
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